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C型肝炎患者の看護
一入院時アンケートを実施して一
17階西　　○　関戸昌子　宮内　中山
1．はじめに
　近年、C型肝炎に対し、インターフェロン療法が導
入される様になり、17階西病棟でもC型肝炎患者の入
院が増加している。しかし、これらの患者は、入院ま
でにC型肝炎についての、知識や自覚症状がほとんど
なく経過している事が多く、入院してはじめて、治療
やその副作用、退院後の生活などについての不安が聞
かれるが、いままで積極的な指導は行われていなかっ
た。
　このために、C型肝炎に関する充分な知識がないま
ま、また、誤った知識を持ったまま、退院している患
者が多いのではないかということを感じた。
　そこで、C型肝炎の患者が、不安に思っている事は
何か、また、入院中に指導しなければいけない事は何
か、を明らかにするためにアンケート調査を行い、そ
れをもとに指導を展開し、入院中のC型肝炎の患者に
対する看護について考察したので報告する。
ll．研究方法
1．期間　平成4年9月から現在まで（11月17日）
2．対象　インターフェロン療法目的で入院したC型
肝炎の患者7例　年齢：40～60才代
　　　　　　　　性別＝男3名、女2名（2人未回収）
3．方法
①入院時にアンケート（表1参照）を対象者に施行。
②アンケート結果をもとに、知識不足な点、不安に思
っている点を明確にし、C型肝炎についての指導を受
け持ち看護婦中心に行う。
③退院2日前に、入院時と同じアンケートを施行。同
時に、不安に思っていることなど、退院時のアンケー
ト（表2参照）を施行。その結果より知識の確認を行
い、さらに、指導不足であった点や今後の生活の不安
などに対し、看護婦及び医師から説明を加える。
lll．アンケート結果　　（回収率：7人中5人回収）
　　　　〈入院時〉　　　　　＜退院時＞
1．C型肝炎だと聞いてどう思いましたか。
・輸血で感染した　　　　　・回答なし
・やっぱりC型肝炎だった
・治らないと思った
○生活上、気をつけていることはありますか。
・飲酒、喫煙はしない方が　・飲酒、喫煙はしない方
いい　　　　　　　　　　　　　　　　 カミいい
・安静は必要である　　　　・安静、特に食後は必要
5．家族の中にキャリアはいますか。
・いない（5人）　　　　　・いない（4人）
　　　　　　　　　　　　　・わからない（1人）
6．家族内で気をつけていることがありますか。
・血液をつけないようにす　・血液をつけないように
る　　　　　　　　　　　　する
・なし　　　　　　　　　　　・なし
7．インターフェロン療法について。
①何を期待しますか。
・ウイルスをなくす
・完治
②副作用について。
・発熱、高熱
・髪が抜ける
・食欲不振
③不安なこと、心配なこと
・インターフェロンの副作
用
・治る確立が低い
・特に何と言っていいかわ
からないが不安
く退院時〉
・ウイルスの増殖をおさ
える
・完治
・発熱、高熱
・頭痛、悪寒、関節痛
・食欲不振
・倦怠感
・白血球、血小板低下
・家での副作用出現時の
対処
・治るのか
1．知りたいこと、指導して欲しいことはありますか。
・食生活について（特に油もの）
・家事はどの程度許されるのか
・副作用の急激な変化はあるのか
・家族への感染について
・特にありません
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2．不安なことはありますか
・難病に指定されているのはショック
・他の薬をのんでも大丈夫か
・入院生活と社会生活とのギャップが不安
lV．考察
　C型肝炎でインターフェロン療法目的で入院してき
た患者に協力を得て、アンケート調査を実施し、幾つ
かの気付いた点を認めたのでここに報告する。
　C型肝炎ウイルスは、近年発見されたウイルスであ
る。数十年前に行われた輸血が主な感染源であるが、
今回のアンケート調査でみると、C型肝炎に対する知
識がなく、どうして感染したのかわからない患者、B
型肝炎とは別の感染症として受けとめている患者も数
名みられた。しかし、血液で感染するというイメージ
は全患者に共通していた。
　血液以外の体液については、入院時には曖昧な理解
でしかなく、性交では感染しないと思っていた患者や、
逆に、蚊や咳、浴場でも感染すると思っていた患者も
いたが、指導により正しく理解できたと思われる。
　しかし、血液については、どういう経路で、どの位
の量で感染するのか、ということは、入院中の指導を
終えた時点でも、ほとんど理解されていない点が目立
った。これは、日常生活の中では、出血することは稀
であることや、今回のアンケートの対象者が献血時に
C型肝炎ウイルス検査を行う以前に、輸血し、感染し
た患者が多いことから、血液＝輸血のイメージを抱く
ためと思われる。
　このようなことから、血液で感染するとは思いつつ
も、日常、血液の処置に気を配っていない患者も多く、
自分から他人に感染する、ということに対し、無関心
なのではないかと思われた。また、家庭内での感染に
ついても、C型肝炎ウイルスの検査をしていないにも
かかわらず、家族内にはC型肝炎の人はいないとの回
答もみられている。
　以上のことから、感染経路や血液の感染能力につい
ての指導が不十分であったと思われる。これは、入院
中の指導が、主に、治療内容や身体症状について重点
的になってしまったことが原因と考えられる。
　また、日常生活上注意している点をみると、入院時
は、一般的に風邪になった時に注意する程度のことし
か知識がない。しかし、入院し、様々な情報を得たり、
体験することにより、健康管理に必要なことが具体化
され、意識づけられたと思われる。
　次に、入院時と退院時の不安の対象について目を向
けてみたい。入院時の不安は、完治するかということ
とインターフェロンの副作用について集中している。
これに対し退院時は、目先のインターフェロンの副作
用だけでなく、退院後実際に社会復帰して生活する上
で、困りそうなこと、わからないことが不安として、
各患者の個人背景に密着して挙げられている。
　今回は、入院時のアンケートをもとに、患者に必要
な情報を看護場面において提供してきたが、より患者
の生活背景や性格を重視した、個別的な看護iが大切だ
と実感させられた。
　今回のアンケート調査は、期間が短く、対象者が少
なかったため、十分な結果が得られなかった点や、各
看護婦のC型肝炎についての理解、意識の相違により、
指導内容も様々であったことは否あない。
　現在、内科外来において、インターフェロン療法を
開始する患者にC型肝炎のパンフレットを配布してい
る。このパンフレットは一般的な病態生理や治療方法、
副作用等についてふれられている。今後は、病棟でも
このパンフレットを基礎的な知識を指導する際に活用
し、さらに、前述したように個別指導も展開していき
たい。
V．おわりに
有爵難醸歳磁融融華燭
る。それでも完治という希望をもって入院してくる患
者に対し、安心して健康の保持、増進への前向きな努
力を惜しまず、社会復帰できるように援助していきた
い。
　最後に、アンケート調査に協力してくださった患者
の皆さん、御指導、協力してくださった17階西病棟の
スタッフの皆さん、比佐先生、山田先生に深く感謝し
ます。
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表1
C型肝炎についてのアンケート
1　自分がC型肝炎だと聞いた時、どのように思いましたか？
その後、生活上、気をつけていることはありますか？
とくになければ、なしと記入して下さい。
飲酒：
喫煙1
食事：
性生活：
安静：
その他：
2　C型肝炎の感染経路について質問します。
　各項目に対し、記号に○をつけて下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　感染する　　　　わからない　　　感染しない
　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　B　　　　　　　C
　　　　　　　　　　　　　　入院時→退院時　入院時→退院時　入院時→退院時
＊血液
＊輸血（近年）
＊性交
＊濃厚なキス
＊他人と同じ歯ブラシを使用する
＊他人と同じ剃刀を使用する
＊他人と同じ食べ物をつつく
＊吊り革、手すり
＊コインランドリー
＊公衆電話
＊握手
＊おしゃべり
＊共同浴場
＊共同トイレ
＊蚊
＊ハエ
＊咳、くしゃみ
＊涙、汗
＊尿、便
4→5（人）
3　一・　O
O．4
0．4
3　一〉　5
3．5
0．o
o．o
o．o
o．o
o．o
o．o
o．0
1．O
o．o
o．o
o．o
o．o
o．o
1→0（人）
O．2
1．1
1．1
1．0
2．O
o・o
o　一〉　0
1　一．　1
1　一〉　1
1．1
0．0
1．0
2．0
2．1
2．1
1．1
1．1
2．1
0→0（人）
2．3
4．0
4　一〉　0
1．O
o．0
5．5
5　一〉　5
4　一一　4
4．4
4　一一〉　4
5　一一　5
4．5
3．5
2　一〉　4
3．4
4．4
4．4
3．4
3　生活上の注意点についてお聞きします。貴方の考えに一番近いものに○をつけて下
　　さい。
①血液、その他分泌物で汚染されたものは、他の人に触れない様ビニール袋にいれて
　焼却する必要がある。
　　　3→3（人）　　　　　　1→2（人）　　　　　　　　1→0（人）
　A　そう思う　　　　　B　わからない　　　　　C　そうは思わない
②血液、その他分泌物で汚染されたものは、よく水洗いした後、煮沸消毒（15分以上）
　するか、塩素系消毒薬で洗浄する必要がある。
　　　3．3　1．1　1．1A　そう思う　　　　　B　わからない　　　　　　C　そうは思わない
⑧鼻血などは、自分で処理し、難しい場合は、早目に医療機関を受診する必要がある
　　　5．5　O．O　O．OA　そう思う　　　　　B　わからない　　　　　　C　そうは思わない
④剃刀、歯ブラシ、タオルは、専用品にする必要がある。
　　　5．5　O．O　O．OA　そう思う　　　　　B　わからない　　　　　　C　そうは思わない
⑤歯科医など医療機関を利用する際、肝炎であることを告げる必要がある。
　　　4．4　1．1　O．OA　そう思う　　　　　B　わからない　　　　　　C　そうは思わない
⑥供血をしてはいけない。
　　　5一÷5　O．O　A　そう思う　　　　　B　わからない 　　　o．oC　そうは思わない
⑦父親がキャリアの場合、免疫力の弱い3才以下の子供へは、感染しやすいのでキス
　などの濃厚な接触は避け、口うつしで食べ物を与えてはいけない。
　　　2．2　1．1　2．2A　そう思う　　　　　B　わからない　　　　　　C　そうは思わない
⑧他の人に感染させない様、注意している事がありましたらお書き下さい。
1
δ
り1
4　肝炎には、急性・慢性があり、急性は慢性へ、慢性肝炎は5～30年という長い期間
　　をかけて、肝硬変へ進行する場合があるので定期検診を続ける必要がある。
　　　　5一＞5　o．o　o－e．　o　　A　そう思う　　　　　B　わからない　　　　　C　そうは思わない
5　家族のなかに肝炎ウイルスキャリアの方はいますか？（自分以外）
　　A　いる　　　　　　　　B　わからない　　　　　　C　いない
6　家族内に肝炎ウイルスキャリアの人がいる場合、今までの生活習慣を変える必要は
　　ありませんが、もし、気をつけていることがありましたらお書き下さい。
7　インターフェロン療法について。
①インターフェロン療法には、どういう効果があると思いますか？
　　また、なにを期待しますか？
②インターフェロン療法の副作用について知っている限りお書き下さい。
③インターフェロン療法に関して、不安なことや、心配なことがありましたら詳しく
　お書き下さい。
8　その他、疑問や知りたいことがありましたらお書き下さい。
表2 C型肝炎についてのアンケート（退院時）
1　退院にあたり、家庭での生活を送る中で、現在知りたい事、指導してほしい事など
　あれば書いて下さい。
2　今後、健康管理において、気をつけようと思う事があれば書いて下さい。
①　飲酒
②　喫煙
③　食事
④　性生活
⑤　安静
⑥　その他
3　退院にあたり、不安な事があれば書いて下さい。
御協力ありがとうございました。
